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B; C. G.と結核の感染についての研究 
千葉大学医学部右川内科学教室〈主任石川憲夫〉
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結核の発生，進展に-ついては戦前多数の報告くりくり刊のくりがあるが，戦後 B.C. G.の念速な
る普及に伴い，その結核感染及び発病べの影響を考える必要が生じたので，この点を追究し，
戦後結核の感染発病の事情の一端を明らかにしようとした。
第I章検査対象及び検査方法 B.C. G.接種後3ヵ月に発赤 10mm以上，硬結
対象は東京中心地区鉄道従事員より選び，検査方 をふれる程のB.C. G.陽性をしめした者について
その発赤出現率と硬結カ月まで，3年3カ月毎に3反応検査間接撮影をJ'>f法は一般の集団検診即ち 
r'>'j反応陰性者，自然陽発見後 1年以内のものに 蝕知率を観察した。
は3ヵ月に 1度行い，自然陽転発見 1年以後の者に 先ず B.C. G.初回接種群 101例についてみると
は年に 1度行った。B. C. G.は昭和 24年以前は 発赤は 39カ月後まで 50%に保持されるが，硬結は
主として液体ワグチY，昭和 25年以後は主として B.C. G:接種後 10カ月で 50%，24カ月で 10%に
乾燥ワクチンで，いずれも "0.04mg皮内注射であっ 減少した。 30カ月後は 0%となろた。(第 3表〉
た。「ツJ反応は旧 f'>'ベルグリンj2000倍稀釈液 B.C. G.再接種群 119例でも同様な傾向あり， 
0.1 cc皮肉注射 48時間判定であった。 一発赤は B.C. G.接種後 3年 3カ月でも 50%に保
第Il章観察成績 持され，硬結触知率は B.C. G.接種後 9カ月で
(1)自然陽転者の「ツJ反応経過 . 50%，18カ月で 10%に減少し， 2年 3カ月以後 0%
対象は昭和 17年から昭和 28年 4月までに発見さ となった。(第 4表〉
れた自然陽転者で 3カ月以上 f'>'j反応経過を追究 即ちいずれの群でも B.C. G.接種後発赤はなか
し得.た 1434例である。但しこれらのものの最終陰 なか消失しないが，硬結は 1年 6カ月内外で消失す
性から陽転発見までは 3 カ月 ~1 年のものであり， る。
接種後の自然陽転C. G.B.(3)以上硬10mm反応は発赤J'>r叉自然湯転発見時 
結を蝕知したものである。 B.C. G.接種後 3カ月以上追究し得た 577例の
先ずー  B.C. G.非接種群 718例では硬結触知率は 観察で，先ず B.C.G.接種後 3カ月に発赤 10mm
自然、陽転発見後 10 年まで 88~69% に保持され，発 以上硬結を触知する程の B.C. G.陽性をみとめた
赤は 95~100% に保持されてし、る。(第 1 表) 220例についてみると， B.C. G.陽抵率が低下する 
B.C. G.接種者に拘らず自然陽転明らかなる 716 につれて，自然陽転率が僅かあって上昇し， B. C. G. 
例においても， 自然陽転発見後 10年までは硬結触 接種後 1年 9カ月で 6%内外の自然陽転率をしめ
知率は 91-:64%に保持され，発赤の方は 92-，-100% す。 B.C. G.陽性をみとめなかった群 301例では
に保持されてし、る。(第2表〉 前者より急激に自然陽転率が上昇し， B. C._G.接
即ち B.C. G.接種，非接種の有無に拘らず，自 種後 1年で既に 7%内外の自然!湯転率をしめす。対
然陽転者の fツJ反応ほ長年月にわたっても愛動し 象の「ツJ反応陰性， B. C. G.非接種群s72例で
ないことが分る。 は観察開始時直後から前の 2群より高い自然陽転率
病巣発見者，非発見者の別によってもこの傾向に 12%をしめした。(第 5表〉第 6表，第7表は B.
~りなかった。 C. G.初回接種群と，再接種群の別に観察した成績
である。 
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第 3表 B. C. G.陽性者の「ツ j反応経過
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1. B. C:G.接種3カ月後発赤 10mm以上，硬結を蝕知する程に B.C. G.陽転をしめしたものを対象とした。
2. 合計数が各検査時一致しないのは，ときにより検査をうけない者があったり，追求された年月が異るためである。 
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第 5表 B. C. G.接種後の自然陽転
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第 9表 昭和 22年文は 23年にB.C. G.按種をうけたもので，昭和 25年 1--3月B.C. G. 
再接種をうけたもののその後の自然陽転と，病巣発見 (29才以下〉 
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2. ↓BJ一一一→※B.C. G. 接種後 r~J 反応が陽性のま L 経過したもの。
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第 5号 千葉医学会雑誌 -51l~ 
以上より B:C.G.接種がある程度結核の感染を 
抑制するように思われる。他にB.C. G.接謹直後
から「ヅj反応が陽性のま L経過して自然陽転か
B. C. G.陽性か区別出来ない 56例があったが，こ 
れらにおいτは感染との関係は明らかでなし、。
(4) B. C. G.接種後の発病率
B.C. G.接彊後の発病率について観察したのが
第 8表，第 9表である。年令による発病率の差異を
考慮、に人れて 29才以下の者を対象とした。 B.C. 
G.接種後 l年噴までは B.C，G.接種群の発病率
は非接群より低いようであるが，自然陽転者に対す
、。Lる発病率では両群の差は明らかでな 
向 B.C. G.接種 1年後まで観察出来た 551例か
らの発病者は 5例く0.9%)であり， B. C. G.非接
種群では 1年後まで観察出来た 626例から 12例
(1;92%)の発病者があった。(表略〉
(5)'B. C. G.接種後自然陽転発見までの期間と 
発病率(第 10表) 
B. C. G.接種後 1年， 2年， 3年における自然陽
転発見者からの発病率は 8%前後で，大差がなかっ
た。
くの自然陽転発見から発病まで、の期間 
139例の自然陽転時期明らかなる発病者について
.陽転発見から発病までの期聞をみると，陽転発見時
発病してし、たもの 35例(25.1%)であって，その後
l年までに 69例 (49.6%うが発病した。結局 139例
中 104例 (74.7%)が自然湯紙発見後 1年以内に発
病していたことになる。(第 11表〉 
(7)自然!湯転発見時の「ツ」反応強度と発病率
自然湯f伝発見者 1651例について陽転発見時の 
「ヅ J反応強度リと発病率との関係をみたのが第 12表 
である。 B.C. G.非接種群，接種群ともに自然湯
転発見時の「ツJ反応が強い程発病率が大きいが，
とくに二重発赤の有無によづては両群とも二重発赤 
群よりの発病者が多かった。
く8)自然陽転発見後 1年以内に発病した者の病巣
の部{立並びに病型
第 13表は自然湯転発見後 1年以内の発病者にっ

し、てその病型を観察したものである。 B.C. G.接

種群 69例でみると，肋膜炎 16例 (23.18%)，'肺門
 
淋巴腺結核 1例(1.44%)，肺内浸潤 52例 (75，38%)
 
eで、あった。 B.C. G.非接謹群 35例では肋膜炎 9例
(25.7%)，肺内浸潤 26例 (74.29%)であって， 両 
群同じような傾向をしめした。
肺内浸潤の肺内における部位は B.C. G.接種
群，非接種群とも第 I肋聞にもっとも多く (57%)，
次いで肺尖に多かった。(第 14表〉 
(9)自然湯転発見後 1年以上経って発病したもの
の病型
対象 33例であったが， 先ず病型をみると， 岡氏
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好類により IV型〈浸潤型〉… γ・24例， 'V型(結節型〉 について観察じたのであるが，実際問題として B. 
……3例， VIA型〈巣状硬化型〉・・・…1例;VII型丈混合 C. G.接種後 fo/J反応が陽性のまぶ経過していて。
型)..:.4例， ~A 型(石灰化巣〉…・・1 例で古い病 自然陽転か否か判定出来ないものがある。この群に
型のものが多かった。 33例中 17例の病巣の拡りは は B. C. G.接種前後のきわめて近い時期紅白然感
工肋聞をこえて七、た。き3例の中 20例について発病 染したものも含まれる。叉一度 B. C. G.陽性にな
とされた以前の間接フィルムをみなおし得たが，そ ったのであるが，それが滅弱じて後自然陽転したに
仁の中 11例に病巣を疑い得たo 拘らず検査間隔が長くてその時期をつかみ得ないもー 
(10) B.C. G.接種後の fツJ'反応が陽性のまふ のもある 0'，観察期間が短いので自然陽転か B. C. 
経過し・自然陽転か否か判定出来ないものよ G.陽転か区別出来ないものもある。
りの発病 この群に属する者よりの発病者 32例についてみ
これまで B. C. G.接種主結核の感染並びに発病 ると， この中 19例はB.c. G・.接種後 1年以内に
第 11表 陽転時期明らかたる発病者 139例の陽転発昆より病巣発見までの期間
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註、(予%)は各期の病巣発見率。(うのない予%は累積%る。
第 12表 自然陽転発見時「ツ」反応強度と発病率 
B. C; G.非接種グ群 IB.C. G.接種群|合
| 131130才以上|小計隔医両五上|小計両以下i30才以上r;-忌
計
発赤i自然陽転I176 l-l~T 293 1 2~6 47， 1，333 1 462， I |ω胤 '1 ，10--白発見者数 .l.IV ~.1 1 I~Jv I""'~V -r，. JーぃiつZ古可~r::=r:::i輸 I 7 l' 1 7 22 ，ヲ ， 24 ， 29'" 2 ， 31 '1
%) 1 (3.97)I I(2~38) I(7.69)L_(4.~5_)1 (7.2りI.(6.27)L(1.竺2Lよりの
蘇|画表陽転 1.182 I76 I258，I225 1 '3l r'256 ，1 4O7 1 107 1 51415~1 発見者、数 J . ....ULI V -/jt，Jv  ' 
1虫病巣発見者数 I，16 ， 3 ， 19. I 18' 1 1 '18 '1. 34 1 [ 37 
mml ，.(率)(%) 1 (8.79) I(3，94)I(7.36) I(8.00) 1 I(7.03)1 (8.35)1 (2.08) i (7.19) 
195 '1 44 I'95 '.1 89 111 1 100 [ 140 1 55，1.51自然陽転i発赤20 1発見者数 1 "" oJo.I 1 I...vv j .-r j vv Iv . W 1. 0.1.1.， 
Iilml病巣発見者数 1 5 ，---r T- 6 I 13 1 13 1 18 1 1 1 19 
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小 l晃然陽転I409 ，.[ 237 I646 -600 8，9 I689， 1.1009.，...vv.， VVV 1 vu，1 J V'%V 1""0.1'1""VoJ見 者数 I
J 326山 11335I 
 ， 
計|病巣発見者数| 28 1 4 1 32 1-53 1 2 1 55 1 81 1 6 i87 
|(率)(%)I(6.84) Iと1.68) I(4.95) 1'(8.83)I(2.24) I(7.98)1 (8.02) 1 (1.84)I(6.51) 
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1 37 1 316I I.J."'%v UI.1..1. 
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註1. 他に自然陽転発見時の r~J 反応強度不明なるもの 2 例あり。 
.2. 上記表の自然陽転者はいずれも硬結を蝕知したものである。
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第 13表 陽転発見後 1年以内に発病したものの病型と病側症例 104例〉 
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第 14表 陽転発見後 1年以内に発病したものの肺内病巣の部位
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、ト___1B C. G	 B 接種群 l 合 計C. G1非接種群 
右側 左側|計|右側|左側|計 右側|左側|記1
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00.00)↑(1!l(1↑:00.00)(1↑!00.00)(11 00.00)↑1(1 ↑00.00)(1↑，00.00)(11↑00.00)計
6% /100.00%.454.54% I 45 1 66% 1 48.34% 1100.00%1.60.71% 1 39.29% /100.00% 1 5
註 1. 2こ以上病巣をみとめた者の病巣の位置。 
B. C. G.非接種群では，右側第工肋間と左肺尖に病巣をみとめたもの 2例。 
B.C. 'G.接種群ではp 右側肺尖と左側肺尖…・・・ 3例。
右側第 I肋聞と左側肺尖…… 2例。左側第 I肋聞と左肺尖…… 3例である。 
2. (%)は病側の位置 %は病側。
第 15表 B.C. G. 接種後 r~J 反応が陽性
のま L経過しているもので， B.C. G.接種
後 1年以内の発病者の病型
語理~I 右恨|i( 左側|両側|合空
肋膜炎 i (;6.~7) i (14.~9) / 1 (26.~1) 
肺門淋巴 1 1. I I 
腺盆笠_'-一一一」一一一 l l 
町内側 |(63;3〉l (8571〉 i(100.~0) 1 (7A9〉
合計/(示品川(100;州(1心州(mSm
( )は %0
第	 16表 B. C. G.陽性のまふ経過している
もので， B.C. G.接種後 1年以内の発病者
の病巣の部位
肋膜炎 5例 (26.3%)，肺内浸潤 14例 (73.7%)で
あって，自然!湯転発見後 1年以内の発病者と同傾向
を示し病巣の部{i!.も第 I肋間に最も多く次し、で肺
尖に多かった。(第 16表〉
第 III章総括考掠
(1)自然賜i伝者の「ツJ反応経過 
B. C. G.接種と結核の感染について検討するに
先だって，自然陽転者の「ツJ反応経過について観
察した。それによると自然陽転者の「ツ J反応経過
は自然陽転発見後 10 年までその発赤は 90~100%
に保持され，硬結触知率も 65%以上に保持されて
し、る。この傾向は自然陽転発見前に B.C. G.接種
の既往の有無により愛りない様に息われた。自然陽
転者の r~ J反応の陰転仰についての観察も種々あ
並びに力価，注射技術差，J:/ツベルク1)rるが， 
右側|左側!合
計
判定の個人差等を考慮に入れると，余り斐動しない
(ロ長司	 3 肺尖l (28開)/ (20.00%) 
11 
(75附 )1(71.~5%) 1 (73.33%) 
1l(附%)I (6.67%)E肋間
E肋間l
E 肋間 1 i 1 
合計 (100.~。刈 (100;。ω↑|(dLm↑I
発病してし、る。この 19例の病型は第 15表の如く，
ものであると考えられる。 
(2) B.C. G.陽転者の「ツ j反応経過
自然陽転者の r~J 反応経過と対照的に B.C.G.
接種後 B.C.G.陽性者 (B.C. G.接種後 3カ月に
発赤 10mm以上，硬結を触知する程vこB.C. G.， ， 
陽性をしめLたもの〉についてその後の「ツJ反応
経過をみた。これによると，硬結触知率は一定の傾
向をもって低下していき， 1年 6カ月 ....2年で消失
するが， 発赤は一定の傾向なくなかなか消失し難
い。この成績は B.C. G.によるアレルギ{が次第
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に滅弱してし、く傾向は硬結触知率の低下してし、く傾 (4) B. C. G.接種後の発病率
向で代表されるのではなし、かと考えさせるものであ B.C. G.接種が結核の発病率を低下させる。著
る。従って私は B.C. G.接種者の自然陽転につい 者も同様の成績を得たので、あるが， B. C. G.接種
て観察する際，この硬結蝕知率と自然陽転率との関 後の自然陽転発見者に対する発病率と B.C. G.非
係を追究することにしたのであった。又発赤はなか 接種群の自然陽転発見者に対する発病率との聞に明
なか消失しないので，硬結をふれない程度の自然陽 らかな差異を見出し得なかった。
転は実際問題として判別することが出来ないので， 叉 B.C. G.接種から後 1年， 2年， 3年におけ 
B. C. G.接撞と結核の感染について観察するため る自然陽転発見者に対する発病率の|間には明らかな
には自然!場訟も硬結をふれる程度りものに|瑛らざる 差がなかった。
を得なし、。木研究で自然!場・伝又は B.C. G.陽性と 即ち B.C. G.接種、が結核の感染をある程度抑制
云うのは発赤 10inm以上破結をふれることを条件 する聞もある様に忠われるが，自然陽転発見後の発
とした。叉以上の成績より[ツ」反応経過を観察す 病への影響については明らかにし得なかった。今後
れば自然陽転と B.C. G.陽性の区別もある程度可 検討を要することと思う。
能であると考える。 (5)自然!場伝発見から発病までの期間，発病時の 
(3) B.C. G.接種後の自然陽転率 病型，自然場伝発見時の「ツ」反応諒度と発 
B. C. G.接種が結核の発病率並びに死亡率を侭 病率
下させることが知られているがくりゅ著者は B.C. 自然!湯転発見から発病まで・の期間をみると，自然 
G.接種が結核の感染にどの様に影響するかについ 陽転後 l年以内に発病するものが多く，この事にっ
て観察した。 いては.B.C. G.接種群，非接種群の別により興る 
B. C. G.陽性をしめした者仁ついてみれば，そ 事なく，発病時の病型も同傾向‘であった。
の硬結触知率が低下してくるにつれて自然陽転率が 叉自然陽転発見時「ツ」反応強度が強い程発病率
上昇してくる。 しかして， この群で自然陽転率は が大きく，とくに二重発赤の有無によってみるとこ 
B. C. G.接種後 1年まで，叉 B.C. G.陽性をみ 霊発赤群よりの発病率が著明に大きかった。この事
とめなかった群の自然!湯転率は B.C. G.接種後 6 も自然陽転発見前 B.C. G.接種の既往の有無によ
カ月までB.C. G.非接種群より低い。従って B. る差はなかった。
C. G.接謹後 1年くらいまで自然感染を抑制すると 即ちこれらの事に対する B.C. G.の影響を明ら
考える。 かにし得なかった。 
s60結 日間
東京中心地区鉄道従事員より対象を選び， B. C. G.と結核の感染発病について観察した。
その結果 B.C. G.接種がある程度結核の感染を抑制すると考えられる面もあるようであっ
た。自然|場転発見後の発病へ B.C. G.がどの様に影響するかは明らかにし得なかった。今後
、検討を要するものと考えるn
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導を賜わりたる思師石川教授に謹みて深謝し，併せて木
研究に多大の御支援と御便宜を与えられた石川内科教室員及びに東京鉄道保健管理所員各位に感
謝します。
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